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大学「地（知）の拠点整備事業」ホームページ掲載用原稿記入フォーム 
 

 

※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 東根市役所 (庶務課・福祉課・生涯学習課・都市整備課) 

実習期間 平成  29 年  8 月  7 日 ～ 平成  29 年  8 月  10 日 

学生氏名 石垣 智隆 

実習プログラム 1 日目：福祉課 (概要説明,老人ホーム見学,リハビリ施設見学) 

2 日目：生涯学習課 (全体概要説明, 社会教育事業について, 文化・スポーツ振

興について, まなびあテラス見学, 成人式リハーサル見学) 

3 日目：都市整備課 (全体概要説明, 公園・設備等の見学, 都市計画について, 市

の主要下水道見学) 

4 日目：庶務課 (東根まつり山車制作の手伝い, 国際交流元年について, 東根市

の危機管理事業の概要について, 東根まつり 山車行列参加) 

学び・気づき 

（300 字程度） 

今回のインターンシップで東根市役所の様々な課を体験させていただき、市役所の課

ごとの業務内容や、東根市の市政がどのような方針のもとに行われているかなどを知

ることができた。今回は、1 日づつ違う課を体験するというダイジェスト的なインタ

ーンシップになったが、実際に市役所で働くと、2-3 年毎に人事異動があるので、

様々な分野の知識が必要であると感じた。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

課題としては、特に、自分の意見をうまくまとめることができなかったこと、積極的

に質問することができなかったことの２点が大きかった。意見を問われた時、与えら

れた情報がかなり多く、自分の中でうまく整理できずに曖昧な意見を言ってしまっ

た。今回のインターンシップでの気づきを就職活動などに活かすと共に、論理的思考

力の向上を目指していきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅

力 

（300 字） 

私は、地元東根市出身で、東根市役所はとても近い存在であるが、実際にインタ

ーンシップをして、とても温かい人たちばかりで驚いた。実際、もっと堅苦しい

のかなと思っていたが、親切に教えてくれたので、安心した。大学に来てからは

地元にも帰っていなかったので、ここ 2 年で市役所の周りがだいぶ変わったこと

に驚いたが、インターンシップをして、ちょうど新しくできた施設を回ったりし

て、市のまちづくりの計画や内容も知る事ができた。地元の良さを再確認でき

た。 

写真（1～3 点）  
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大学「地（知）の拠点整備事業」ホームページ掲載用原稿記入フォーム 

 

 

※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機関 東根市役所 

実習期間 平成  29年  8月  7日 ～ 平成  29年  8月 11,15,17日 

学生氏名 工藤拓実 

実習プログラム 8/7日(月)福祉課 

 福祉課全体の仕事について 

 生活保護受給者について 

 介護保険、制度について 

 介護施設、老人リハビリ施設等の社会福祉施設の見学 

8/8日(火)生涯学習課 

 生涯学習課概要説明 

 生涯学習、社会教育事業概要について 

 東根市の文化振興、スポーツの振興について 

東根市立図書館(まなびあテラス)を活用した文化振興について 

東根市成人式リハーサル 

8/9日(水)都市整備課 

 都市整備課概要説明 

 公園、市の施設、道路の管理について 

 公園施設の見学 

 東根市の河川、下水施設について 

 河川、下水施設の見学 

8/10日(木)庶務課 

 東根祭の準備 

 国際交流事業の説明、国際交流員との交流 

 東根市の防災計画、消防団について 

 東根祭への参加 

8/15日(火)生涯学習課 

  成人式準備 

 本日のスタッフの動きについて 

 成人式にスタッフとしての参加、後片付け 

8/17日(木)生涯学習課、庶務課 

 生涯学習課 8/15日(木)まとめ 

 庶務課  全日程のまとめ、業務報告 

 



学び・気づき 

（300字程度） 

各課（福祉課、生涯学習課、都市整備課、庶務課）で担当者の話を聞き、イン

ターンシップ実習生としてだけでなく、一市民としても知っておくべき仕事を知

ることができた。 

 また、東根祭は観客へのうちはやティッシュ配り、成人式では受付、会場案内

といつも自分では避けてきた接客の仕事を体験することができた。後者について

は特に普段は避けがちになるのでこういった機会を得られたことは私の自身につ

ながったように感じた。また、当初必要だと感じていた“報・連・相”について

も今回はしっかり実践することができ、仕事をする時のイメージが少しつかめた。 

 しかしながら、休憩時間に大人とのコミュニケーションをとることについては

相手のことを知るところから始まったので日常のような会話にはなりにくかった

ように思う。 

 

今後に向けた 

抱負 

（200字程度） 

このたびの実習ではまず先方の事情により事務作業の経験をすることができなか

ったので、今後は他のインターンシップやアルバイトで経験出来たらいいと思っ

た。また、今回のインターンシップで職場に訪問したりすることは就活の上でと

ても大事であるためこれをきっかけに今後も継続して、インターンシップに行き

たい。 

 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300字） 

 私たちの質問への応答や、積極的に話しかけてくれたおかげでとても実習生と

して話しやすかった。とてもフレンドリーな方が多く自然と笑顔になることがで

き、市民の方がとても話しかけやすいといった雰囲気を出していた。 

 また、東根祭り、成人式といった行事の中で市民のことを第一と考え、誰でも

話しかけやすい雰囲気づくりを行い、職員の楽しみながら活動する大切さを学ぶ

ことが出来た。 

写真（1～3点）  

 


